
［成果情報名］イチゴ種子の発芽率が低下しない簡易な長期保存方法 

［要約］イチゴ種子は、密閉した容器に乾燥材（シリカゲル）を同封して５℃で冷蔵保存

することで、発芽率を高く維持したまま７年間は保存することができる。 
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［担当］三重県農業研究所 野菜園芸研究課 

［分類］普及（主対象：種苗業者等） 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

種子繁殖型イチゴとして 2015 年に「よつぼし」が国内で始めて実用化され、種苗会社に

よるセル成型苗と種子の供給が開始された。種子繁殖型イチゴの普及を進めるには、種苗

の安定供給やコスト削減が必須であり、採種した種子の発芽率を高く維持したまま保存す

ることが重要である。そこで、種子を保存する際の温度や湿度の影響を検討し、種子繁殖

型イチゴの発芽率低下を招かない簡易な保存方法を明らかにした。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．採種後の発芽率には、湿度、温度および保存後日数が影響するが、湿度の影響が最も  

大きく、乾燥剤（シリカゲル）を含まずに保存すると、室温では保存後 59 日、冷蔵（５

℃）でも保存後 727 日には発芽率が低下する（表１）。  

 

２．密閉した容器に乾燥剤を同封して冷蔵保存（５℃）した保存年数の異なる「よつぼし」   

種子の発芽率を調査したところ、保存期間 0.3～7.4 年の範囲内では、播種 3 週間後発芽

率に差は認められず、イチゴの種子は乾燥したまま冷蔵保存することにより発芽率の低

下を抑えて７年は保存することができる（表２）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．乾燥材の量は種子 0.2g に 10g 程度を目安とし、密閉できる容器を用いて保存する。  
２．乾燥剤の種類や密閉程度により効果が異なる場合があり、６か月に１度程度は乾燥剤  

の状態を確認し、効果の低下を示す色の変化を認められる場合は、速やかに乾燥剤を交

換する。  
３．本成果は、「よつぼし」の裸種子を材料に試験したものであり、プライミング種子や  

コーティング種子の保存については別途、検討が必要である。  
 
  
 

 

 



［具体的データ］ 
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w　同一列内の異符号はTukeyの検定により５％水準で有意差あり．
v　3元配置の分散分析により5％水準で有意差あり．
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表1　「よつぼし」種子の保存条件が播種3週間後の発芽率（％）に及ぼす影響

保存条件 保存後日数（日）

363 546 727
温度 乾燥剤z

7/17 8/16 9/17 10/16

59 91

x　20℃、12時間日長の人工気象器を用いて25粒、5反復で調査.

z　種子0.2g（300粒）を入れた紙袋とシリカゲル10gを高さ140mm巾100mm厚さ0.04mmの密閉できるポリエチレン製袋（以下、保存袋という）に同封し、
それを4袋毎に高さ200mm巾140mmの保存袋に20gのシリカゲルと一緒に入れ，さらにその袋を4袋毎に高さ240mm，巾170mmの保存袋に30gのシリ
カゲルと同封して保存.

室温y

冷蔵（５℃）

分散分析
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y　2013年6月18日から2015年6月15日まで実施し、室温の最高気温は2013年が35.7℃、2014年が34.0℃.
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採種年月 保存年数Z
播種3週間後の発芽率

（％）y

2012年混合x 7.4 80.0

2013年混合w 6.5 84.0
2014年4月 5.3 80.0
2015年1月 4.6 71.2
2015年4月 4.3 85.6
2016年1月 3.6 77.6
2016年4月 3.3 76.0
2017年1月 2.5 79.2
2017年4月 2.3 88.0
2018年1月 1.5 89.6
2018年4月 1.3 79.2
2019年1月 0.5 73.6
2019年4月 0.3 87.2

分散分析 nsv

v　有意差なし.

表2　「よつぼし」種子の保存年数が発芽率に及ぼす影響

x　2011年12月、2012年1、4､5月に採種した種子の混合.

y　25℃、12時間日長の人工気象器を用いて25粒、5反復で調査.

Z　乾燥剤を密閉できるポリエチレン袋に同封し冷蔵条件（5℃）で保存.

w　201２年12～2013年5月に採種した種子の混合.


